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見
え
る

例
が
あ
る

。

こ

の

部
分
は
、

北
宋
以

降
の

『

肘
後
備
急
方
』

再

編

に

よ
る

混
乱
以
前
の

葛
洪
撰
の

医
方
の

伝
承
の

状
況
を

反
映
す
る

例
だ
と

考
え
ら

れ

る
。

葛
洪
撰
の

医
書
に

つ

い

て

は
、

名
称
や

内
容
に

つ

い

て
、

未
だ

に

結
論
が

得
ら

れ
て

い

な
い

。

し
か

し
、

『

僧

深
方
』

等
の

古
医

書

を

中
間
項
に
置
く
こ

と

に
よ
っ

て
、

時
代
に

よ

る
伝
承
状
況
が

推
定
可

能

と
な
る

だ

ろ
う

。

　

今
後

、

古
医
書
の

文
献
学
的
操
作
に

は
、

厳
密
な

文
献
批
判
を

加
え
る

こ

と
が

必

須
と

な
る
だ

ろ

う
。

　

謝
辞
　
本

発
表
は

JSpS

科
研

費
（

課

題
番
号
二

四
五

二

〇

〇
三

九
）

「

仏

教
東
漸
と

東
ア

ジ
ア

仏
教
医
学
の

展

開
」

（
研
究
代
表
者

多
田

伊
織）

の

助
成
を
受
け
た

も
の

の
一

部
で

あ
る

。

凡
夫
と
大

乗
菩
薩
道

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　

溪
　
　
英

俊

　

浄
土

教
は

「

為

凡
の

教
」

と

も

称
さ

れ
る

。

凡

夫
の

語
は

多
義
的
だ

が
、

も
と

も
と
は

造
罪
に

つ

い

て

示
す
も
の

で

は

な

い
。

ま
た

浄
土
教
は

大
乗
仏
教
の
一

つ

で

あ
る

。

大
乗
仏
教
の

歩
み

は

大
乗
菩
薩
道
と
も
称
さ

れ
る
よ

う
に

、

菩
薩
の

道
で

あ
る

。

こ

の

菩
薩
と
い

う
語
も
多
義
的
で

あ

る
が、

基

本
的
に
は

「

菩
提
を
求
め

る

衆
生
」

と

説
明
さ
れ

る

よ

う
に

、

本
来
的
に

は

凡
夫
と

相
反
す
る

も
の

、

矛
盾
し
た
も
の

で

あ
る

。

そ

れ
で

は
大
乗
仏

教
と

し
て

の

浄
土
教
と
い

う
の

は

矛
盾
し

た
も
の

に

な

る

の

だ

ろ

う
か

。

　
浄
土
三

部
経
中、

『

無
量
寿

経
』

（

以
下

『

大
経
』

）

に

お
い

て

は

法
蔵

菩
薩
成
道
説
話
が

中
心
と
な
っ

て

お

り
、

浄
土
へ

の

願
生

者
は
三

輩
と
し

て

区
分
さ
れ
る

。

浄
土
に

往
生
を
願

う
菩
薩
は

高
位
の

菩
薩
で

あ
り

、

す

で

に

様
々

な

行
を

修
め
三

昧
を

得
た

も
の

と

見
て

い

る

よ

う
で

あ
る

。

『

観
無
量
寿
経
』

（

以
下

『

観
経
』

）

で

は
流

通
分
に

お
い

て

国
土
・

仏
と

並

列
し
て

菩
薩
が

語
ら

れ
、

仏
名
だ

け
で

な
く
菩
薩
名
に

も

同
様
に
無
量

劫
の

生
死

の

罪
を

除
く
も
の

と

し

て

示
さ
れ
て

い

る

よ

う
に

、

そ
の

功
徳

は

仏
に

並
ぶ

も
の

と
し

て

理
解
さ

れ
て

い

る
。

ま
た

凡
夫
が

劣
っ

た

も
の

で

あ
る

と

見
ら

れ、

そ
の

具

体
相
が

示
さ
れ

て

い

る
。

凡
夫
に

つ

い

て

『

観
経
』

の

用
例
で

は
造

罪
に

つ

い

て

は

述
べ

ら

れ
て

い

な
い

。

造
罪
（
と

滅
罪）

が

問

題
に

な
る

の

は
、

下
三

品
に

お
い

て

で

あ
る

。

　

次
に

大
乗
の

論

書
で

あ
る

『

大
智
度
論
』

で

は

菩
提
は
諸
の

仏
道
の

こ

と
で

あ
り

、

薩
堙
は

衆
生

、

あ
る

い

は

仏
道
を

求
め

る

無
上
の

志
で

あ
る

と

説
明
す
る

。

凡

夫
に

つ

い

て

は

無
明
・

有
漏
・

顛
倒
で

あ
り

、

聖
者
と

対
比
し
て

示
さ

れ
る

。

基
本
的
に

は

『

大
智
度
論
』

に

お
い

て

も
、

凡

夫

と

造
罪
の

関

係
は

薄
い

と
い

っ

て

よ
い

が
、

二

例
ほ

ど

凡
夫
は

そ
の

自
己

中
心
性
か

ら
、

善

不
善
の

業
を

作
る

も
の

で

あ
る

こ

と、

ま
た

凡
夫
が
罪

人

で

あ
る

と

示
さ
れ

る
。

し
か

し

ま
だ

凡
夫
の

造
罪
に

つ

い

て

詳
細
に

論

じ

ら
れ

る

こ

と
は
な
い

。

ま
た

『

十
住
毘
婆
沙
論
』

（
以
下

『

十
住
論
』

）

で

は

菩
薩
は

発
心
し

て
、

そ
の

心
を

堅
持
し、

必
ず
仏
果
を

得
る

も
の

で

あ
る

と

説
明
さ

れ
る

。

大
乗
菩
薩
道
は

利
他
を

離
れ

る

こ

と
が
な

く、

そ

の

道
は

諸
仏
の

成

仏
道
で

あ
る

。

諸
仏
の

成
仏
道
を

自
ら

歩
む
こ

と
に

よ

り
、

六
道
輪

廻
の

衆
生

（

日

凡
夫
）

と
と

も
に

成
仏
し

よ

う
と

す
る

も
の

で

あ
る

。

凡
夫
は

そ
の

菩
薩
の

将
護
す
る

対
象
で

あ
り、

ま
た

愛
恚
・

慳

嫉
の

た

め

に

罪
業
を
起
こ

す
存
在
で

あ
る

と

示
さ
れ

て

い

る

が
、

凡
夫
の

造
罪
に
つ

い

て

は

『

大
智
度
論
』

と

同
様、

力
点
が

置
か
れ

て

い

な
い

と

い

え
る

。

　

続
い

て

イ
ン

ド

唯
一

の

浄
土

教
の

論
書
と

い

わ

れ

る

『

浄
土

論
』

で

は
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凡
夫
に
つ

い

て

は

示
さ
れ
ず、

浄
土

往
生
の

行
で

あ
る
五

念
門
を
修
す
る

行
者
と

し
て

の

菩
薩
と
、

観
察
の

対
象
と

し
て

浄
土

の

菩
薩
の

二

種
類
が

示
さ
れ
る

の

み

で

あ
る

。

　
『

論
註
』

で

は
、

『

浄
土
論
』

の

菩
薩
の

用
例
以
外
に
阿
弥
陀
仏
の

因
位

の

法
蔵
菩

薩
を
重

視
す
る

。

ま
た

行
者
と
し

て

の

菩

薩
の

具
体
例
と

し

て、

龍
樹
・

天
親
（
世
親）

の

二

菩
薩
の

名
を

あ
げ
る

。

さ
ら
に

観
察
の

対
象
と

し
て

の

浄
土
の

菩
薩
に
つ

い

て

も
観
音
・

勢
至
の

二

菩

薩
の

名
を

あ
げ
て

代
表
さ
せ

て

お
り、

『

大
経
』

『

観
経
』

の

説
に
よ

り
浄
土
の

菩
薩

の

代
表
例
と

し
て

用
い

た
も
の

と

考
え
ら
れ
る

。

凡
夫
に
つ

い

て

は
『
大

智

度
論
』

『

卜

住
論
』

と

共
通
す
る

面
も
あ
る
が、

凡
夫
と

『

観
経
』

の

下
々

品
が

結
び

つ

け
ら
れ
た
こ

と
、

「

凡
夫
」

が
形

容
詞
と

し
て

用
い

ら

れ
て

い

る
こ

と

な

ど

が

特
徴
的
で

あ
り、

具
体
的
な
口

業
に

よ
る

罪
（
謗

法
罪）

な
ど

が
強
調
さ
れ
る
よ
う
に

な
る

。

経
典
の

上
で

は

別
々

に

説
か

れ
て

い

た
凡
夫
と

下
三

品
を

結
び

つ

け
て

理
解
す
る

の

は

『

論

註
』

が
は

じ
め
て

で

あ
る

。

　
『
論
註
』

で

は

無
垢

輪
の

説
示
を
用
い

て
、

大
乗

菩
薩
道
の

根
本
精
神

で

あ
る

「

上

求
菩
提
下
化

衆
生
」

を
示
し
て

い

る
。

『

論
註』

に

示
さ
れ

る

凡
夫

、

衆
生、

菩
薩
の

関

係
性
は

、

こ

の

「

上
求
菩
提
ド
化

衆
生
」

を

満
足
さ

せ
る

も
の

で

あ
る

。

菩
薩
（
具

体
的
に
は
『
浄
土
論
』

を
著
し
た

世

親）

に

よ

り、

共
に

往
生
を
願
わ

れ
た
衆
生
こ

そ
凡
夫
で

あ

り、

そ
の

凡
夫
に

も
可
能
な
大
乗

菩
薩
道
を
示
そ

う
と

し
た
の

で

あ
る

。

中
国

撰
述
の

諸

清
規
に

お
け
る

葬
送
と

唱
衣
法

　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

金
子

　
奈
央

　

禅
宗
清
規
に

記
載
さ
れ
る
唱
衣
法
ー

住
持
・

僧
侶
の

遺
品
を

競
売
す
る

儀
礼
1
に

つ

い

て

は
、

主
と
し

て

『

勅
修
百

丈
清
規
」

（

以
下

『

勅

規
」

と

略
す）

を
対

象
に

そ
の

教

義
的
・

経
済
的
意

義
に

つ

い

て

考
察
を
ま
と

め

た
こ

と
が

あ
る

（

金
子

奈
央
「

『

勅

修
百
丈
清

規
』

に

お

け
る
唱
衣

法

の

意

義
−
遺
品
の

動
き
を

中
心
に

ー
」

『

東
ア

ジ

ア

仏
教

研
究
』

第
九

号、

二

〇
一
］

年
）

。

本

発
表
で

は
、

唱
衣

法
が

記
さ

れ
る

現
存
最
古
の

清

規

で

あ
る

『

禅

苑
清

規
』

か
ら

『

勅
規
』

ま
で

の

間
に

成
立
し
た

四

清
規
1

『

入
衆
須

知
』

・
『

叢

林
校
定
清
規

総
要
』

・
『

禅
林
備
用

清
規
』

・
『

幻
住
庵

清
規
』

1
に

お
け
る

唱

衣
法
の

記
述
に
つ

き、

一

連
の

葬
送
儀
礼
に

お

け

る

位
置
付
け
・

唱
衣

実
施
の

た
め
の

準
備
作
業
・

教
義
的
意
義
・

競
売
さ

れ

る
遺
品
の

種
別
・

経
済
的
側
面
に
焦
点
を
絞
っ

て

確
認
を

取
っ

た
。

　

禅

宗
清
規
に

記

載
さ
れ

る

葬
送
儀
礼
は

二

重

葬
の

特
徴
を

そ
な
え
て

お

り、

『

勅
規
』

に

記

載
さ

れ

る

葬
送
の

諸
仏
事
か

ら
は
、

唱
衣
は

住
持
や

僧
侶
の

遺
体
が

適

切
に

処
理
さ

れ
た

後
（
火

葬
の

際
は

骨
化
し
た

後
、

土

葬
の

際
は
入

塔
・

撒
土
以

後）

ー
一

次
葬
の

完

了
後、

二

次
葬
の

開
始
以

前
と
い

う
タ
イ
ミ

ン

グ

ー
で

行
わ
れ
る
と

読
み

取
れ

る
。

L
記
の

四

清
規

に

お
い

て
、

唱
衣
は

遺
体
の
一

次
処
理
（
火

葬
な
ど
〉

が
実
施
さ
れ

た

後

に

行
わ

れ
る

と

記
さ
れ
る

。

い

く
つ

か
の

清
規
に

お

い

て

は
、

＝

次

葬

完
了

後
・

二

次
葬

開
始
以

前
」

の

段
階
で

実
施

さ
れ

る

と

記
さ
れ

る

こ

と

も
確
認
で

き
た

。

　

実

際
に

唱
衣
を

実
施
す
る

に

あ
た

っ

て

必

要
な
準
備
作
業
ー
遺
品
の

封

鎖
と

管
理
・

価
値
の

決

定
・

目
録
や
帳
簿
の

作

成
・

儀
礼
に

使
用
す
る

札

や

券
な
ど

の

準
備
1
に
つ

い

て

は、

記
述
の

詳
細

さ
に

差
は

あ
る

も
の

の
、

『

入
衆

須
知
』

を

除
く

す
べ

て

の

清
規
に

唱
衣
の

準
備
作
業
に

関

す

る

記
述
が
あ

り
、

こ

う
し

た

準
備
が

必
要
で

あ
る

と

認
識
さ
れ

て

い

た
こ

と

が

確
認
で

き
た

。

230（952）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


